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　当苑では、令和 4年度から 3年間、日本認
知症ケア学会認定機関として認定されました。
本制度は、一般社団法人日本認知症ケア学会に
より、質の高い認知症ケアを社会に普及させる
ことを目的に、機関認定制度を創設されたもの
です。「認知症ケア専門士、認知症ケア上級専
門士が所属し、かつ一定の要件（地域社会への
貢献等）を満たす福祉・医療機関等を認定する
もので、質の高い介護職員の配置を促進すると
ともに、地域社会の福祉課題に取り組む機関に
ついて、その情報を利用者に提供すること」を

目的としています。
　当苑には認知症ケア専門士の資格取得者が複
数おります。今回の認定を機に、さらに認知症
ケアについて学びを深め、質の高いケアにつな
げていきたいと思います。

「日本認知症ケア学会認定機関」になりました
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　新年祝賀式
　元日の午前中に新年祝賀式を執り行いました。例年
通り、苑長挨拶をはじめ、年男・年女のご入居者様と
職員に今年の抱負を発表していただきました。例年は
大勢の人に会場に集まっていただいて開催いたします
が、今年は会場をビデオ中継し、会場にお越しいただ
けないご入居者様にもご覧いただきました。式の最後
にはご入居者様の掛け声による一本締めで、良い年と
なるよう祈念いたしました。

　バレンタインデー
　２月にバレンタインにちなんだ催しをユニット内で行い
ました。開催にあたって職員間で役割分担し、ご入居者
様に日頃の感謝を伝えるために趣向を凝らしました。当
日はユニット内をバレンタインカラーの赤とハートをメ
インに飾り付け、バラやガーベラを花瓶に生け、華やか
な雰囲気づくりをしました。また、職員で顔出しパネル
を作成し、ご入居者様の素敵な笑顔を引き出すことが
できました。チョコレートの飲み物も提供し、「おいしい！」
と好評のお声をいただきました。ご入居者様に感謝の
気持ちをたくさん伝えられた一日となりました。

節　分
　今年も節分にちなんだ催しを行うことでご入居者様に節分
の季節を感じていただきました。あるユニットでは職員が鬼に
扮し、ご入居者様が豆を模したボールを投げて厄を払い、無
病息災を願いました。また他のユニットでは、豆乳ジュースや
昆布茶等をご提供し、普段と異なるひと時をお過ごしいただ
きました。ご入居者様と職員の笑顔があふれる日となりました。

ちぎり絵
　ご入居者様にちぎり絵に挑戦していただきました。
参加してくださった方々は、とても真剣な表情で取り
組んでいらっしゃいました。集中しながらもお互いに
声をかけ合い、思い出話に花を咲かせながらあっと
いう間に作品を完成させてくださいました。できた
作品はとても色鮮やかでユニットをパッと明るくして
くれています。機会があれば一つの大きな作品を皆
さんと作ってみたいと思いました。

赤い羽根共同募金活動
　昨年も10月1日の赤い羽根共同募金のために、みの
り自治会役員の方々と綿密な話し合いを行ってきまし
た。その話し合いの中では、「私はもうベテランだから、
任せて！」と非常に頼りになる言葉で私たちを鼓舞して
くれました。そんな中迎えた、赤い羽根共同募金当日
は感染症対策のため、例年通り西葛西駅での街頭での
募金活動は行うことができませんでしたが、特養各フ
ロアで募金活動を行いました。みのり自治会役員の
方々がご入居者様や職員へ誠心誠意、募金への協力
を伝えていたのが印象的でした。

アルツハイマーデーへの
取り組み

　令和３年９月、当苑では、世界アルツハイマーデー
と制定された９月21日を中心に９月を世界アルツハイ
マー月間として、オレンジTシャツの着用、缶バッチ（フ
リーサロンあしたばで作製したアルツハイマーデーの
ロゴの入ったもの）やオレンジ色の小物着用、アルツ
ハイマーデーリーフレット（公益社団法人　認知症の
人と家族の会　作成）を勉強会や面会のご家族様に紹
介するなど、なぎさ和楽苑全体で取り組みました。特
養ではご入居者様と共にオレンジの花紙を作成しユ
ニットに飾り、地域福祉推進課では、来苑したケアマ
ネジャーにリーフレットのコピーを配布しPR。関心の
ある居宅介護支援事業所に缶バッチ販売のPRを行う
など、各事業所の特性に合わせた活動を行いました。
　今後も、地域にも発信していけるよう継続して取り
組んでまいります。

　順天堂大学古田晶子先生監修によりあしたば工房
で作成した「ビーワックスアート」は、茅場町の「ペー
パーボイス東京」に展示され、２作品が売れました。
展示会では、作品名と作者名のみ表記し、著名な芸
術家、あしたばメンバー、障害を持った方などの作
品が一堂に展示されていました。障害を持った方の
作品なので…などの先入主もなく、純粋に作品とし
ての評価が販売に繋がりました。売れたお二人には、
諸経費を差し引い
た金額をお渡しさせ
ていただきました。
「何に使いますか？」
と尋ねたところ、「内
緒」とお二人とも
にっこりされており
ました。

　令和3年12月19日（日）、久しぶりに対面でカフェ
を行いました。上映した動画では、あしたばメンバー
が１年を振り返り、「今年の出来事」「来年の抱負」を
漢字一文字に例え、習字した字を発表しました。独
特の間がある方、書いた文字への想いを熱く語る方
がおられ、温かい拍手が沸き起こりました。また、プ
レゼント企画の「全員参加のじゃんけん大会」では、
景品獲得にチャレンジ。勝ち負けに一喜一憂、じゃん
けんの掛け声で盛り上
がりました♪

若年性認知症セミナー報告
　令和３年９月26日（日）、「地域で支え合う若年性認
知症　RART16～若年性認知症への理解～」を実施
しました。フリーサロンあしたばの活動から見える支
援のあり方について、またその人らしい日常生活に向
けた支援のあり方について家族、地域課題を踏まえた
講演を池田苑長が行いました。その後行われた、さま
ざまな立場のご家族と当事者のパネルディスカッション
には、総勢33名の参加があり、
・ 支援制度を知らない方への効率の良い広報活動が
 必要だと感じた
・ 地域社会において、ニーズに応えられるような
 サービスが望まれる
・ 就労を続けられたり、支援の手が広がることが望まれる
・ 家族、介護者だから感じる悩みを知り、環境や状態の
 違いで必要なことが変わる
・ ご本人やご家族の発信は周りの気づきに繋がり、
 地域共生社会に向けさらに必要になる
などの貴重な感想、ご意見を頂戴しました。若年性認
知症支援事業を続けていくなかで、さらに深め、広げ
てまいりたいと思います。

EVENT REPORT
季節の行事

あしたば工房 あしたばカフェ

あしたば
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夏のリモートボランティア ～はなれていても、つながれる～なぎさ和楽苑における障害福祉サービスについて

デジタルデバイドに向けた取り組み

　コロナ禍でも人と人とが安全につながり、支えあう
ために、東京ボランティア・市民活動センターが主催
しているイベント「夏のリモートボランティア～はな
れていても、つながれる～」に当苑も2つの企画で参
加させていただきました。令和3年7月～9月に開催
されたイベントであり、多くのボランティアの方が参
加してくださいました。
　一つ目の企画は「高齢者福祉施設でオンライン特技
披露ボランティア」です。夏休みを利用し、中学生が
書道の腕前を披露してのクイズ、高校生がギター演奏、

大学生がアカペラ
披露等各年代の学
生がご自宅から特
技を披露してくだ
さいました。それ
ぞれの特技に大き
な拍手が送られて
いました。

　二つ目の企画は「世界に一つのうちわを作って敬老
の日をお祝いしよう！」です。手作りのうちわをご入
居者様へ送る企画であり、当苑が毎年9月の「敬老の
日」に合わせて開催している「長寿を祝う集い」で
お一人おひとりに記念に配布させていただきました。
175枚の想い
の詰まった素
敵なうちわが
届き、敬老行
事に花を添え
ました。

　『デジタルデバイド』…皆さん、この言葉を聞いた
ことがありますか？　インターネットなどの情報通信
技術を使える人と、使えない人との間に生じる格差を
表す言葉です。コロナ禍で、“直接会えない”ことや、
行政等からオンラインでの情報発信も増えていて、デ
ジタルデバイドが進んでいることを、強く感じていま
す。「スマホは持っているけど、電話しかできない」「苦
手な気持ちが強い…」との声も多く、私たちは地域
の熟年者の方向けに、スマホ教室を開催しています。

コロナ感染症や災害等
の情報の検索方法やQR
コードの使用方法など、
基本的なことからお伝
えし、大変好評の声を
いただいています。ま
た定期開催している介
護予防教室も、参加希
望者にYouTubeで配信
したり、認知症サポー
ター養成講座もオンラ
インで開催したり、新
しいチャレンジを始めています。
　総務省でも「誰一人取り残さない」デジタル化の推
進が掲げられています。私たち熟年相談室の今後の活
動の中でも、地域の熟年者の皆様に、スマホやインター
ネットへの接触機会を増やしていただけるように、取
り組みを継続していきたいと考えています。

　『平成20年より、11月11日が「介護の日」と定め
られ、当苑でも日頃介護や福祉に関わりの少ない方々
に、少しでも介護について関心を持ってもらう機会にな
るよう、平成21年からさまざまなイベントを実施してお
ります。令和３年度は「Keep on Smiling☺Keep on 
Happiness」をテーマとし、介護を通じて笑顔と幸せを
届けることができる企画を11月１日～ 11月14日の期間
で実施しました。
　感染症予防対策から集客するイベントは少人数で開催、
また情報発信型の企画を多く盛り込みました。
　集客型のイベントでは地域住民を対象にしたスマート
フォン教室や、当苑が取り組んでいる「オンラインボラ
ンティア」活動を実際に体験する企画、また感染症予防
対策を徹底しボランティアのShin-Chan＆モナチーズの

皆さんによる介護の日記念
コンサートを開催しました。
　情報発信型のイベントで
は、YouTubeやInstagram

といったSNSツールと「介護の日イベント便り」の配布等、
幅広い世代の方に情報をお届けできるような取り組みを
実践しました。当苑のYouTubeチャンネルには介護の日
記念動画が配信されていますのでぜひご覧ください。
　またイベント期間には“なぎさ☺フードドライブ”と題
した、ご家庭に余っている食べきれない食品を持ち寄
り、必要としている団体・施設・個人にお届けする企
画を実施しました。多くの方々のご協力もあり、集まっ
た全ての食品を地域の皆様にお渡しすることができまし
た。受け取られた方からは「近
くでいただけることもあり、非
常に助かりました」とのお声
をいただいております。今後
も継続的に取り組みを進めて
いきたいと考えています。

　精神障害者手帳を保持されたご利用者様
や、障害を持つ子どもがいる利用者世帯など、
介護保険の支援だけでなく、視野を広く持ち
世帯での支援が行えるよう、令和2年11月1日
に事業所を開設しました。
　現在の利用人数は8名（うち2名は6月に支
援開始）。障害支援では、年齢の幅が広く障
害種別により利用できるサービスも異なるた
め、必要な知識(支援)を習得していくことが課
題と感じています。若い世代の方は、何事に
も意欲的に取り組まれているので、支援してい
る私たちが力をもらっています。今後は、ご利
用者様が社会での役割を得られるように支援
し、障害、介護保険にかかわらず世帯として
ご利用者様とご家族を支えていけるようにして
いきたいと思います。

　区内には障害を持つ方に対する短期入所事業が少なく、
特別養護老人ホームの空きベッドを活用できないかと江
戸川区から要望があり、令和3年4月に指定を受けました。
初回ケースは令和3年11月となりましたが、それまでに、
えがおの家の利用者とご家族向けに説明会を実施、他施
設を見学し準備を行いました。現在は数名の利用実績と
なります。開始してみて、同性介助など勤務体制、医療依
存度（てんかん）の対応方法、見守りの環境面の課題に
ついて、リスクや不安もあり、職員の力量アップが必要と
感じています。一方、開始にあたり開催した説明会では待
望していたとの声もいただき、ニーズを感じております。
　今後の展望としては、世帯支援（介護が必要な親、障
害がある子）などを通して共生型社会の実現に向かうこと
ができたらと思っております。また、受け入れ体制の強化

（医療の勉強会・研修や相談、介護も外部研修に参加す
るなどして知見・ネットワーク強化）や当苑独自の強みを
確立していきたいと思っております。

熟年相談室より

障害者短期入所事業計画相談支援事業

  介護の日イベント開催！
11/ １～ 11/14
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＜令和３年度介護保険制度改正に伴う取り組み報告＞熟年ふれあいセンターから移行して

　令和3年度の制度改正では、新型コロナウイルス感
染症や大規模災害の発生に伴う「感染症や災害への対
応力強化」、「地域包括ケアシステムの推進」、「自立支
援・重度化防止」等が重点項目として掲げられました。
また、サービスの適正化として、ご利用者様の人権擁
護や虐待防止等の観点から、虐待の発生・再発防止の
ための委員会の設置、指針の整備、研修の実施が３年
間の経過措置が設けられた中で義務付けられました。
　当苑ではこれまでも毎年新任・現任研修にて、「養
介護施設従事者等による高齢者虐待」「養護者による
高齢者虐待」の防止に関する研修を実施してまいりま
したが、令和３年度は特養・在宅部門それぞれに、委
員会の設置、指針整備等の体制強化に取り組みました。
在宅部門では、サービス事業管理者で構成される会議
と一体的に委員会を開催し、連携して取り組みを進め
ています。さらに障害福祉サービスにおける事業を展
開する中で、令和４年度は障害者虐待防止についても

委員会の設置、研修の実施等に取り組んでまいります。
　また、長期化している新型コロナウイルス感染症や
他自然災害等の発生時に、サービスが滞りなく提供で
きるよう事業継続計画（BCP）の策定に取り組んでお
ります。
　高齢のご入居者様が生活している特養では、クラス
ターを経験した区内施設の経験をもとに、職員がコロ
ナ感染や濃厚接触・体調不良等による長期欠勤など出
勤率が最小限となった場合にもご入居者様に必要なケ
アが提供できるよう、指示系統の確認・物品の管理・
ケアの見直しを行っております。在宅サービスでは、
わずかながらも感染症発生に伴い事業体制変更が迫ら
れる場面も経験いたしましたが、幸いなことに大事に
は至らず、事業を継続することができました。今後も
ご利用者様が安心して当苑サービスをご利用いただけ
るよう、あらゆる場面を想定し、より実態に即した計
画となるよう、定期的なBCPの更新を進めてまいります。

  そよかぜ活動報告
　在宅の介護職員を対象にした「そよかぜ」の活動は、法人理念
である「思いやりの心の介護の実践」を念頭に置き、接遇から介
護技術までの向上を目指して活動を展開しております。
　今までは、3大介護を集中的に学び、実践を行ってきました。昨
年度より、認知症ケアについて学ぶ機会を設けました。ただ単にで
きないことを手伝うのではなく、自立した生活を送ってもらうには、
認知症の方の心の思いを理解することが大切で、そこから真の認知
症ケアができると感じております。
　今年度に関しても認知症ケアを中心に学び、専門職としてスキル
アップをしていきたいと思います。

  アレンジメント委員会の活動
　ご利用者様、職員にとって過ごしやすい環境づくりを推進するた
めに発足した当委員会では昨年度、現状を把握すべく全職員を対
象としたアレンジメント調査を実施し、1年を通して分析を行いまし
た。今後は分析結果を基にセクションや関係者間での話し合いや具
体策の立案を促進し、実践できるよう提案や発信を行ってまいりま
す。またSDGsの取り組みについても活動展開に向けて、合わせて
発信していきます。

　昨年６月末、惜しまれながら終了した熟年ふれあいセンターの
利用者の皆様には、いきいきトレーニング、ふれあいホールを継
続して利用していただいております。皆さんの声を集めてみました。

	

　などの声を頂戴しました。お話を伺う中で、熟年ふれあいセ
ンターに同じ曜日で通っていた方がどうしているか？などの話
もあり、昔を懐かしみつつ今を楽しんでいらっしゃることが分
かりました。この先もお元気に、末永く通っていただきたいと
思います。

・来る前は不安だったけどみんな優しくしてくれるから
	安定して来られています。
・家だと一人でテレビに話しかけるしか会話しない。
	ここに来ると仲良しの方が隣にいるから寂しくない。
・スタッフもよくしてくれるし、みんな一緒だから
	ありがたいと思っている。
・うるさいから迷惑かけているかもだけどとても
	楽しんでいる。
・みんながいるから安心。みんなに会えるのが毎週楽しみ。
・ブンネ、手作りサロン、体操レク、オンラインレク等、
	いろいろな活動があるので楽しみが増えました。

　令和３年度
法人合同階層別研修（チーフ層）
　令和３年12月２日、
当法人の千代田区一
番町ホーム内のカス
ケードホールで事業
所のセクションチーフ
を対象とした法人合
同階層別研修を開催いたしました。講師に
マナーセンス代表の湯佐弘子先生を招き、
ペップトークを基本とした人材育成に関し
ての講義を実施しました。ペップトークと
はアメリカのコーチング技術を応用したも
ので、声掛けの工夫、ポジティブ思考へ
の意識転換を学びました。相手に配慮した
言葉がけ、自己重要感を再認識した研修
となりました。
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赤間写真展
　ご入居者様と苑長との座談会の際に、
普段から多くは語らない赤間さんが発した
「写真を撮るのが好きでした」という何
気ない一言。その言葉から、在宅で生活
している際に撮影した数々の写真を和楽
苑の各所に飾る「写真展」の開催や、ご
本人にカメラで自由に好きな物を撮ってい
ただくといった取り組みを行ってきました。
　その後、写真への意欲を取り戻し、活
気溢れる姿を見て私たちも自然と笑顔が
こぼれました。日常の一コマで発せられ
た何気ない一言を「受け流さないで良
かったな」と思わずにはいられませんで
した。
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　新年度が始まり、なぎさ和楽苑も新人職員たちが
入職し、新たな仲間が増え活気ある日々を送ってお
ります。その中でwithコロナの今、当苑ではサービスの質を
高め維持するためにさまざまな取り組みをしております。今
後も試行錯誤しながら、より良い環境にしてまいりたいと思
います。
　また世界では今の時代に考えることのできない戦争が続い
ており、毎日のように流れる痛ましい報道に心を痛めていま
す。一日も早い終息を願うばかりです。このような世の中で
すが、今後も前を向き頑張っていきたいものです。

　（吉村）

後援会加入のお願い
　皆様方の温かいご支援とご協力をよろしく
お願いいたします。
■お申し込みは下記まで
　社会福祉法人東京栄和会
　なぎさ和楽苑後援会
　事務局　なぎさ和楽苑
　　　　　江戸川区西葛西 8-1-1
　　　　　☎ 03-3675-1201
会費　個人 一口 1,000 円   団体 一口 5,000 円

会　長　安斎　久喜
事務局　平井　　剛

食の楽しみ
　「いきなりステーキ」のキッチンカーでス
テーキの提供が２回ありました。１回目は利用
者・入居者向け、２回目は希望する職員も頂き
ました。アツアツのステーキは利用者・入居者
用は食べやすくカットが入っていました。見た
目のボリュームとは裏腹に完食される方が続出
し、本格的なステーキに舌鼓を打ちました。
　また、例年12月のクリスマス近くになると元
ホテルオークラ総料理長の浜﨑日出夫シェフの
料理を利用者の皆さんが楽しみにしておりま
す。前日から仕込んだハッシュドビーフは、味
も見た目も素晴らしく皆さんの箸が止まりませ
んでした。ふれあいホールにお越しになった
浜﨑シェフと一緒に写真撮影を希望する方が多
く、料理が冷めてしまうのでは…との心配もで
るほどの人気でした。素敵なひとときをありが
とうございました。

当苑では新たな幅広い世代への情報発信
手段として、公式SNSを開設いたしました。
Instagram（インスタグラム）の公式アカ
ウントと公式YouTubeチャンネルになり
ます。今後も個人情報保護には配慮しつ
つ、当苑の取り組みをタイ
ムリーかつ、わかりやすく発
信してまいります！ ぜひご覧
ください♪

公式SNS紹介 Instagram

YouTubeチャンネル

公式アカウント：
＠nagisawarakuen
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